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並列分散処理環境に合わせたCEIStartのセットアップ方法

時系列アニメーションの表示速度向上のためのテクニック
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通常のEnSightの起動プログラム

EnSightは、サーバー・クライアント形式のソフトウェア。

クライアント・プロセスとサーバー・プロセスが起動。

プロセス間はTCP/IPのソケット通信。
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クライアント・プロセス

サーバー・プロセス

データの読み込みやパートの作成

GUIの操作やレンダリング



SOSを利用した分散並列処理の起動プログラム

SOS分散並列処理でもサーバー・クライアントの基本構成は同じ。

複数のサーバー・プロセスを起動。

複数のサーバーをコントロールするためのSOSサーバーが起動。

各サーバー・プロセスで処理するデータ

データを空間で分割した個々のデータ Ҧ 空間分割による並列処理

複数ステップ・データの各ステップのデータҦ 時間分割による並列処理
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クライアント・プロセス

サーバー・プロセス

SOSサーバー

サーバー・プロセスサーバー・プロセス ．．．

βSOS分散並列処理を行うには
EnSightHPCのライセンスが
必要になります。



空間分割による並列分散処理

計算領域を分割して、分割した各計算領域を異なるサーバー・プロセス
で処理。

例えば、計算領域を４分割し、サーバー・プロセスを４つ起動した場合はΧ
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１つのサーバー・プロセスが
計算領域全体を処理

並列処理しない場合（通常の起動）： 空間分割による並列処理の場合：

サーバー１が処理 サーバー２が処理

サーバー３が処理 サーバー４が処理



時間分割による並列分散処理

各ステップのデータを異なるサーバー・プロセスで処理。

例えば、８ステップのデータで、サーバー・プロセスを４つ起動した場合に
ステップを再生するとΧ
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step=1

サーバー１が処理

step=2

サーバー２が処理

step=3

サーバー３が処理

step=4

サーバー４が処理

step=5

サーバー１が処理

step=6

サーバー２が処理

step=7

サーバー３が処理

step=8

サーバー４が処理

最初のデータ読み込みで、サーバー１～４が並列でデータ読み込みと可視化処理を行う

ステップが進むと、各サーバーが先のステップのデータを事前に処理する



時間分割による並列分散処理の利用方法

クライアント・プロセス、SOSサーバー、各サーバー・プロセス間で通信す
るためのネットワークをCEIShellプログラムを使って構築。（詳細は後述）

作成したネットワークを利用するEnSightを起動。

起動コマンド：ensight101 ςsos ςceishell

読み込むファイルを選択。

「開く」の「SOSオプション」タブ内にある
「分割タイプ」から「時間分割」を選択。
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時間分割による並列処理のパフォーマンス

パフォーマンスの測定に使用したクラスター・マシン

使用したデータ

要素数：約2600万

時系列（形状の変化なし）
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ノード数 6
βNode0はRaid専用
βNode1は、クライアント専用
β各ノードにローカル・ディスクあり

１ノードあたりのコア数 8

プロセッサ Intel Core i7 5960X

１ノードに搭載されているメモリ 64GB βNode1のみ48GB

グラフィックス・カード QuadroK2200

ノード間の接続 Gigabit Ethernet

RaidとNode0の接続 専用線

βテストで使用したクラスター・マシンとデータは、株式会社爆発研究所様にご提供頂きました。



時間分割による並列処理のパフォーマンス１

SOSサーバーを各プロセスと同じノードで起動する場合と、別のノードで
起動する場合を比較。

測定条件

ü １２ステップ分のデータを使用。

ü １２並列で、ステップ数と同じ数のサーバー・プロセスを起動
Ҝ３つのノードを使用し、各ノードで４つのサーバー・プロセスを起動。

ü データ読み込み後に、等値面（約600万ポリゴン）を作成し、ステップを進めて処理時間
を測定（ステップを進める時に変数ファイルの読み込みも行う）。
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SOSサーバーを起動するノード 最初の形状データの読み込み ステップを１つ進めるのにかかる平均時間

クライアント・プロセスと同じノード 8.04 2.73 

サーバー・プロセスと同じノード 8.03 3.31

クライアントとサーバー・プロセス
が起動されていないノード

7.99 3.56

単位（秒）

このテスト条件では、SOSサーバーをクライアント・プロセスと同じノードで起動した方が有利。
１ノードあたりのコア数が多い。
Ҝ 同じノード上で起動しても、同時並行に処理できる。

表示するポリゴン数が多く、SOSサーバーとクライアント・プロセス間の通信量が多い。
Ҝ SOSサーバーとクライアント・プロセスが同じノード上で起動されている方が通信が速い。



時間分割による並列処理のパフォーマンス２

測定条件

３２ステップ分のデータを利用。

３２並列で、ステップ数と同じ数だけのサーバー・プロセスを起動。

Ҝ８コアのノードを４つ利用。

SOSサーバーとクライアント・プロセスは、サーバー・プロセスとは
別のノードで実行。

Ҝ「パフォーマンス１」の結果を受けて、SOSサーバーとクライアント・プロセスは、
同じノード上で起動する方法を使用。

並列化しない場合と比較。

測定する処理時間は、以下の４つ。

ü最初の形状データの読み込みと形状にかかる時間。

ü最初の変数の読み込みと等値面の作成にかかる時間。

üステップを進めた時の変数の読み込みと等値面の作成にかかる平均時間。

ü最初の形状読み込みから、全てのステップの処理を終えるまでのトータルの時間。
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時間分割による並列処理のパフォーマンス２

等値面のポリゴン数が約20万の場合：

等値面のポリゴン数が約600万の場合：
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サーバー数
最初の形状データ

読み込み
最初の変数読み込み

と等値面作成
ステップを１つ進めるのに

かかる平均時間*2
32ステップのトータル

1 6.18 3.02 3.16 107.00

32 9.31 5.92 0.63 34.72

サーバー数
最初の形状データ

読み込み
最初の変数読み込み

と等値面作成
ステップを１つ進めるのに

かかる平均時間*2 32ステップのトータル

1 6.30 5.91 5.97 196.91

32 9.25 8.78 2.59 98.02

単位（秒）

単位（秒）

20万ポリゴンの場合、１ステップ進めるのにかかる時間が約５倍、３２ステップの
トータルで約３倍。
ü 並列化しない場合に比べ、「最初の形状データの読み込み」と「最初の変数読み込みと等値面の作成」

に処理時間がかかるのは、各ノードで８つのサーバー・プロセスが同時にディスクにアクセスするため。
ü ポリゴン数が多い方が、クライアント・プロセスでの処理時間がかかるため、並列効果は小さい。



CEIStartの概要

SOSの機能を利用した分散並列処理を行うための通信環境

サーバー・プロセス、クライアント・プロセス、SOSサーバー間の通信環境の
構築が必要。

通信環境は、EnSightのCEIShellというツールを利用して構築。

使用する全てのノードでCEIShellプログラムの実行が必要。

従来の方法

各ノードにログインし、CEIShellを手動で実行。Ҝ 非常に面倒

CEIStartを利用した方法

入力するパラメータや、使用するマシンのホスト名
などを登録したPythonスクリプトを用意。

作成したPythonスクリプトを専用のGUIから実行。
Ҝ 実行が非常に簡単
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CEIStartの実行方法

CEIStartを利用するための環境設定

SSHを利用したログインの設定

クライアント・マシンからサーバー・マシンに、パスワードやパスフレーズなしで、
SSHを利用したログインができる必要があります。
（Windowsでは、sshの代わりにplinkを利用）

CEIShell のネットワークを構築するための設定ファイルの作成
CEIStartダイアログに表示されるメニュー用のファイルと、各ノードでCEIShellを
実行するためのファイルを作成する必要があります。
β設定ファイルは、サンプルが用意されています。

CEIStartの実行

コンソール・ウィンドウを開いて、「ceistart101」を実行。
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CEIStartのセットアップ例

SOSを利用した並列分散処理用のCEIStartの設定ファイルのサンプルが、
EnSightのインストール・フォルダーのensight101¥ceistart_configs¥にあり
ます。

サンプルでのマシン構成：
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ホスト名：cluster.bigcompany.com

ホスト名：kepler.bigcompany.com
：ログイン・ノード

：SOSサーバー用ノード

：サーバー・プロ
セス用ノード

ホスト名：n0 ホスト名：n1 ホスト名：n8

クライアント・プロセス

サーバー・プロセス

SOSサーバー

．．．サーバー・プロセス サーバー・プロセス



独自環境のためのCEIStartのファイル編集１

CEIStartダイアログに表示されるメニュー用のファイルの準備

サンプル・ファイル「site_server_configs.py」が、インストール・フォルダーの
ensight101¥ceistart_configs¥にあります。

このファイルをユーザーのホーム・フォルダーの中の.ensight101フォルダーに
「user_server_configs.py」というファイル名でコピー。
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é

# command to run the script for Config 'Example Cluster'

remoteCluster = "cpython"+str(ver)+" ¥""+os.path.join(ceihome, "bin", "run_ceishell_on_example_cluster_fe.py")+"¥""

é

config = [

{ 'server_name':'Example Cluster',

'gui':[

[['title', ITEM_TEXT, "Example Cluster", ""], False],

[['sshcmd', ITEM_STR, "SSH cmd:", "Specify SSH command.", "ssh"], True],

[['usetunnel', ITEM_BOOL, "Use SSH tunnel", "Use SSH port tunneling.", bool], True],

[['username', ITEM_STR, "User name:", "Specify your remote host user name.", usernm], True],

é

],

'commands':[

[ósystemô, remoteCluster+ó ô+str(ver)+ó ñ$sshcmd$ò $usetunnel$ $username$é]

],

},

]



独自環境のためのCEIStartのファイル編集２

各プロセスを起動するノードで使用するファイルの準備

「run_ceishell_on_example_cluster_fe.py」の編集。

「run_ceishell_on_example_cluster_be.py」の編集。
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é

if (usekepler == "1"):

headhost="kepler.bigcompany.com"

usetunnel="1"

remoteCmd = "run_ceishell_on_example_cluster_be.py "+ ver+" "+headhost+" "+nnodes+" "+nprocs+" "+usedr+" ¥

"+nprocsdr+" "+useglsw+  " "+localport+" "+remoteport+" "+security

if (usekepler == "1"):

sshCmd = sshcmd+" -l "+username+" -R :"+localport+":localhost:"+localport+¥

" kepler.bigcompany.com ssh cluster.bigcompany.com ¥""+remoteCmd+"¥" &"

else:

if (usetunnel == "1"):

sshCmd = sshcmd+" -l "+username+" -R "+localport+":localhost:"+localport+¥

" cluster.bigcompany.com ¥""+remoteCmd+"¥" &"

else:

sshCmd = sshcmd+" -l "+username+¥

" cluster.bigcompany.comÔ""+remoteCmd+"Ô" &ñ

é

é

# list of hosts for Servers and optional DR Clients

hosts = ["n0", "n1", "n2", "n3", "n4", "n5", "n6", "n7", "n8"]

é



時系列アニメーションの表示速度向上のテクニック

通常（時間分割による並列処理を使用しない）の場合の注意点
データをEnSightCaseGoldフォーマットにする。
üソルバーからデータを出力する時にEnSightCase Goldフォーマットを選択。

ü一旦、EnSightに読み込んでからEnSightCase Goldフォーマットで出力。

不要なデータは読み込まない。
ü不要な変数を非アクティブ

ü不要なパートを削除（特に形状が変化するデータの場合）

パートの表示形式を考える。
ü外形線や外形面の作成は、サーバー・プロセスでの負荷が高い。

ü外形面の作成より外形線の作成の方が負荷が高い。

üパートが非表示の時でも、外形面、外形線の計算が行われる。

ü形状を表示する必要のないパートは、「パートの表示形式」を
「非表示（Nonvisual）」がベスト。（例えば、流体領域のパート）

時間分割によるSOSを使用する場合の注意点
表示したいパートは、「外形面」表示よりも「外形線」表示がおすすめ。
üサーバー・プロセスでの外形線作成の負荷は、並列化により軽減。

üクライアント・プロセスでの負荷が軽い。
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